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【本プログラムのねらい】 

 政治学、経済学、そして法律学でアプローチされる規範競合の世界を解き明かすのが本企画のねらいであ

る。複数の規範の間で発生した「ウソ」が生まれ、拡大し、そして消滅する過程を明らかにする研究は、日常生

活から国際交渉の舞台までを対象とする。今回は、小学生向けに童話を素材に、高校生向けには NPT（核不

拡散条約）再検討会議の交渉を事例に、規範競合の模様を小学生・高校生にロールプレイングに参加しても

らうことで、仮想体験してもらった。 

【工夫した点】 

 小学生対象の部では、童話『ながぐつをはいた猫』を素材に、ロールプレイング方式で実施した。知恵のある

ネコが、貧しい家の男を「カラバ侯爵」にまで出世させる過程は、まさに規範競合そのものである。カラバ侯爵

が形成される過程で、第三者である牧場の人々がなぜ対応を変化させたのか。大学生による「ながぐつをは

いたネコ」の寸劇を見せた後、その後の予想される展開を、カラバ侯爵、猫、王様、王女等の役を参加小学生

が担った。そこではカラバ侯爵の素性が明らかになるかどうかがその焦点となるようゲーミングの設計を行っ

た。 

高校生の部では、核兵器をめぐる交渉を行いました。アメリカのオバマ大統領は２００９年に「核兵器をゼロ

にする」目標をプラハで演説している。しかし実際には核兵器削減の道程は困難なままである。核兵器をめぐ

る「ウソ」と「まこと」の対決を、実際に国の立場にたって考えるべく、2015 年春に開催された NPT 再検討会議

（於 ニューヨーク）の経過をふまえて、アメリカ、ロシア、日本等の国家の役割を参加高校生に担ってもらうロ

ールプレイングを実施した。各国の立場にたってみることで、安全保障規範と反核・非核規範の間隙をうめる

外交努力の難しさを参加高校生は学ぶことができたと思われる。 

 

【実施の模様】 

 高校生の部では、核兵器をめぐる講演の後、NPT 再検討会議の交渉の舞台をセットし、参加高校生、各アク

ター担当の大学生のアドバイスをふまえて国の役をこなし、コンセンサス方式にのっとって最終文書を採択し

た。 



 

小学生の部では、講義、寸劇を実施し、各アクター担当の大学生のアドバイスをもとに小学生が各役割を担い

ました。 ロールプレイングに際しては、秘密の目標・制約をもとにした。 

 

【当日の進行】 

＜高校生の部 集合・受付開始 10：00＞立命館いばらきﾌｭｰﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ 2 階 

10：30 プログラム開始、挨拶、自己紹介、科研費の説明 

10：40 講義「国際政治におけるウソ」 （講師 山本武彦／早稲田大学名誉教授） 

11：10 ロールプレイング（ディレクター 近藤敦／立命館大学研究員） 

11：40 ディブリーフィング（ディレクター 清水直樹／高知県立大学准教授） 

12：00 休憩（軽食・お茶） 

12：20 質疑応答・修了式（アンケート記入・未来博士号授与） （12：30 終了） 

＜小学生の部 開場・受付開始 13：00＞立命館いばらきﾌｭｰﾁｬｰﾌﾟﾗｻﾞ 2 階 

13：30 プログラム開始、挨拶、自己紹介、科研費の説明 

13：40 講義「ウソとまこと対決」（講師 宮脇昇／立命館大学教授） 

14：10 寸劇「長靴をはいたねこ」（立命館大学学部生による） 

14：30 ロールプレイング（ディレクター 近藤敦／立命館大学研究員） 

15：10 ディブリーフィング（ディレクター 玉井雅隆／立命館大学講師） 

15：30 休憩（軽食・お茶） 

15：50 質疑応答・修了式（アンケート記入・未来博士号授与） （16：00 終了） 

 

【広報】 

 ウェブページ等で広報を実施したほか、茨木市教育委員会や地元高校に直接依頼を行った。 

 

【事務局との協力体制】 

 広報、企画運営、アルバイト管理等において、リサーチオフィスが事務を管掌した。 

 

【安全配慮】 

 当日参加の小学生・高校生およびアルバイトが保険に加入した。 

 

【実施分担者】 

玉井 雅隆 （立命館大学・非常勤講師） 



 

【実施協力者】   12 名 (講師 3 名、 学生アルバイト 9 名) 

山本 武彦 （早稲田大学・名誉教授） 

清水 直樹 （高知県立大学・准教授） 

近藤 敦   (立命館大学・非常勤講師) 

【事務担当者】   

野村 慶人  

達山 佳子 


